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主な歳入　　　　（　）内は前年比財　源

町　債（町の借金）
主に建設事業に充てるために
借り入れる借金
6億9,659万1千円
（－3,634万3千円）

使用料等
事業に対する地元負担金や施
設の使用料など

1億8,380万円
（758万8千円）

地方交付税
行政運営に国から交付される
お金

19億3,821万3千円
（4億1,193万5千円）

繰　入　金
基金（町の貯金）の取り崩しや
他会計から繰り入れるお金

4億6,788万円3千円
（－3億401万7千円）

町　税
町民税や固定資産税等の税金

27億8,121万2千円
（－1億4,953万7千円）

国・県支出金
国県が負担するお金

10億9,631万4千円
（－4億9,483万6千円）

　9月定例会は、9月27日から10月6日まで開催され平成22年度
の決算が審査されました。

歳出決算の内訳（性質別経費）は、決算統
計の数字（普通会計）を使用しています。
これには一般会計、住宅会計、郡指導主事
会計が含まれます。
従いまして、一般会計の歳出合計とは異な
ります。

いみちを審査・認定いみちを審査・認定 9月
定例会

用 語 説 明
自主財源 依存財源 義務的経費 投資的経費
町税、使用料、手数料、財
産収入など町が自主的に
調達できる財源。

国や県の基準に基づき交
付されたり、割り当てられ
たりする収入。

その支出が義務付けられてい
て、任意に削減することが難
しい経費のことをいいます。

道路、橋梁、学校、公園等各種社会
資本整備に要するものであり、支出
の効果が長期にわたる経費です。

一般会計歳入決算の内訳 一般会計歳出決算の内訳

依存
財源

自主
財源

義務的
経費

投資的
経費

その他
の経費

町民税や
固定資産税等の税金
２７億８，１２１万２千円

使用料等
１億８，３８０万円

その他
１２億５，９２３万４千円

行政運営に国から
交付されるお金
２３億２，０３５万１千円

国・県が負担するお金
１０億９，６３１万４千円

事業推進のための借金
６億９，６５９万１千円

49.2％ 50％

16.4％

33.6％

50.8％

人件費
１１億９，３５７万３千円

扶助費
６億４，１３３万９千円

公債費
７億６，８６３万１千円

災害復旧費
３０８万４千円

普通建設事業費
１２億６，０７０万円物件費

１０億６，１７２万円

補助費等
１２億４，１３３万９千円

その他
１５億７，１１０万４千円

８３億３，７５０万２千円 ７７億４，１４９万円
合　計 合　計
歳 入 歳 出

基金（預金） 町債（借金）

40億878万円
（＋1億7,175万円）

135億9,588万円
（－9,194万円）
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民生費
18億9,699万円
（－1億9,171万円）

▪介護保険会計
　1億8,683万円

▪国保会計
7,519万円

▪後期高齢者会計
1億8,243万円

▪介護基盤緊急整備等
　事業補助金など

1億5,040万円

総務費
18億7,551万円
（＋6,249万円）

▪防災行政無線整備工事費
4,859万円

▪企業立地奨励金
1,500万円

▪まちづくり拠点整備費
1,092万円

▪クリスタルタウン整備費
8,000万円

公債費
7億3,724万円
（－1億1,452万円）

▪合併特例債償還金
　1億3,582万円

▪臨時財政対策債償還金
1億4,468万円

▪利子
1億8,994万円

5億8,499万円
（＋4,779万円）

▪ゴミ処理等費用
　2億6,030万円

▪予防接種等委託料
2,787万円

▪太陽光発電補助金
1,876万円

衛生費

6億1,373万円
（－2億2,839万円）

▪佐奈小公共下水接続
　68万円

▪佐奈小体育館改修設計
299万円

▪多気町松阪市学校組合 
　負担金

7,695万円
▪勢和東公民館改修

1,673万円

教育費

11億7,178万円
（＋7,918万円）

▪役場天啓線など
　1億2,900万円

▪道路新設改良費
2億2,800万円

▪道路維持費
9,410万円

▪下水道事業へ
5億7,457万円

土木費
3億7,223万円
（＋3,858万円）

▪松阪地区広域消防組合
　負担金

　2億9,738万円
▪消防団員報酬・手当等

２,７１７万円

消防費
3億3,780万円
（－1,673万円）

▪集落営農推進事業補助
　金12の集落に

1,239万円
▪土地改良費（古江）

500万円
▪林業振興（間伐測量等）
　宮川森林組合へ

1,199万円

農林水産業費
5,263万円
（－3,550万円）

▪商工団体育成補助金
　900万円

▪町の祭り「ふるさとまつり」
　「あじさいまつり」「おい
　ないまつり」「元丈まつり」

653万円
▪観光施設管理費
　「元丈の里」
　「ふれあいの館」
　「勢山荘」　　840万円

商工費

6,698万円
（－791万円）

▪議会だより印刷製本費
　114万円

▪議員報酬費
3,339万円

議会費

308万円
（－1,153万円）

▪災害復旧費
　308万円

災害復旧費

主な歳出　　　　（　）内は前年比使いみち

歳入（財　　源） 
歳出（使いみち） 
翌年度繰越金 

83億3,750万2千円
77億1,300万5千円
6億2,449万7千円

平成22年度一般会計

平成22年度
決　算 町民の税金の使 町民の税金の使 

千円以下切りすて
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第
２
回
臨
時
会　

９
月
１
日

第
３
回
定
例
会　

９
月
２７
日
〜
１０
月
６
日

補　正 議決結果 予算総額

一般会計（第２号） 1億1,854万7千円 賛成多数 68億7,687万9千円

国民健康保険
特別会計（第１号） 315万1千円 賛成多数 15億9,893万8千円

一般会計（第３号） 5億2,026万7千円 全員賛成 73億9,714万6千円

国民健康保険
特別会計（第２号） 8,058万2千円 全員賛成 16億7,952万円

後期高齢者医療保険
特別会計（第１号） 1万１千円 全員賛成 2億9,407万3千円

介護保険
特別会計（第１号） 7,208万円 全員賛成 14億9,024万5千円

農業集落排水事業
特別会計（第１号） 46万6千円 全員賛成 2億1,676万2千円

戸別合併処理浄化槽整備
事業特別会計（第１号） 87万円 全員賛成 1億5,544万2千円

郡指導主事共同設置事業
特別会計（第１号） 18万9千円 全員賛成 1,181万6千円

水道事業会計（第２号） 1,700万円 全員賛成 8億6,686万1千円

国民健康保険
特別会計（第3号） 90万円 全員賛成 16億7,952万円

平成２３年度会計　補正予算

○
多
気
町
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

賛
成
多
数

※
専
門
的
な
知
識
経
験
又
は
優
れ

た
識
見
を
有
す
る
者
を
一
定
期

間
活
用
す
る

○
多
気
町
農
林
漁
業
者
等
健
康
増

進
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

全
員
賛
成

※
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
準
備

○
多
気
町
社
会
体
育
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

全
員
賛
成

※
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
準
備

○
多
気
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

全
員
賛
成

※
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
「
個

人
町
民
税
の
寄
付
金
税
制
の
改

正
」
と
「
町
税
の
申
告
な
ど
に

関
す
る
罰
則
の
見
直
し
」

○
多
気
町
企
業
立
地
促
進
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例全

員
賛
成

※
対
象
業
種
の
追
加
と
交
付
要
件

の
緩
和

○
３
１
４
１
号（
野
中
）

○
３
１
６
６
号（
野
中
）

○
３
１
７
５
号（
野
中
）

全
員
賛
成

※
「
経
営
体
育
成
事
業
」（
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
及
び
農
道
整
備
）の
た
め

○
２
０
５
３
号（
兄
国
）

○
２
０
５
４
号（
兄
国
）

○
２
０
５
５
号（
兄
国
）

○
２
０
６
２
号（
兄
国
）

○
２
０
６
５
号（
兄
国
）

○
２
５
３
０
号（
兄
国
）

○
２
５
３
１
号（
兄
国
）

○
３
１
５
７
号（
野
中
）

○
３
１
７
４
号（
野
中
）

○
３
３
７
４
号（
野
中
）

全
員
賛
成

※
「
経
営
体
育
成
事
業
」（
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
及
び
農
道
整
備
）の
た
め

条
例
の
制
定

条
例
の
全
部
改
正

町
道
の
変
更

条
例
の一部
改
正

町
道
認
定
路
線
の
廃
止
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松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合

第
３
回
臨
時
会

○
議
長
選
挙

○
平
成
22
年
度
決
算
認
定

○
育
児
休
業
等
に
関
す
る

　

条
例
の一
部
改
正

○
監
査
委
員
選
任

松
阪
地
区
広
域
衛
生
組
合

第
３
回
臨
時
会

○
議
長
選
挙

○
平
成
22
年
度
決
算
認
定

○
監
査
委
員
選
出

香
肌
奥
伊
勢
資
源
化広域

連
合

第
２
回
定
例
会

○
副
議
長
選
挙

○
監
査
委
員
選
任

○
平
成
22
年
度
決
算
認
定

○
平
成
23
年
度
補
正
予
算

（
第
１
号
）

松
阪
飯
多
農
業
共
済事務

組
合

第
２
回
定
例
会

○
議
長
選
挙

○
農
業
共
済
条
例
の一
部
改
正

○
平
成
22
年
度
決
算
認
定

○
平
成
23
年
度
農
作
物
無
事

戻
し
金
交
付

○
平
成
23
年
度
特
別
積
立
金

取
り
崩
し

○
平
成
23
年
度
補
正
予
算

（
第
２
号
）

多
気
町
松
阪
市
学
校
組
合

第
２
回
定
例
会

○
副
議
長
選
挙

○
議
長
選
挙

○
議
員
選
挙

○
監
査
委
員
選
任

○
教
育
委
員
会
委
員
任
命

○
平
成
22
年
度
決
算
認
定

○
平
成
23
年
度
補
正
予
算

（
第
１
号
）

多
気
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
管
理
組
合

第
２
回
定
例
会

○
副
議
長
選
挙

○
教
育
委
員
会
委
員
任
命

○
平
成
22
年
度
決
算
認
定

○
平
成
23
年
度
補
正
予
算

○
平
成
23
年
度
児
童
館
整
備
事
業

児
童
館
建
設
工
事

※
請
負
業
者　
（
株
）田
村
建
設

※
契
約
金
額

１
億
１
，５
９
８
万
３
千
円

全
員
賛
成

○
平
成
22
年
度
（
繰
越
）
小
規
模

作
業
所
整
備
事
業
小
規
模
作

業
所
建
設
工
事

※
請
負
業
者　

丸
亀
産
業（
株
）

※
請
負
金
額

　
　

４
，６
２
１
万
１
千
円

全
員
賛
成

○
平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
の
報
告

○
平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く

資
金
不
足
比
率
の
報
告

○
「
教
職
員
定
数
改
善
計
画
」
の

着
実
な
実
施
と
教
育
予
算
拡

充
を
求
め
る
請
願
書

全
員
賛
成

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

存
続
と
全
額
国
負
担
を
求
め
る

請
願
書

賛
成
多
数

○
保
護
者
負
担
の
軽
減
と
就
学・

修
学
支
援
に
関
わ
る
制
度
の

　

拡
充
を
求
め
る
請
願
書全

員
賛
成

○
防
災
対
策
の
見
直
し
を
は
じ
め

と
し
た
総
合
的
な
学
校
安
全
対

策
の
充
実
を
求
め
る
請
願
書

全
員
賛
成

○
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

　

認
定

全
員
賛
成

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

全
員
賛
成

○
老
人
保
健
特
別
会
計
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定全

員
賛
成

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

全
員
賛
成

○
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定

全
員
賛
成

工
事
請
負
契
約
の

　
　
　
締
結
に
つ
い
て

請
　
願

平
成
22
年
度

　
　
　 

決
算
の
認
定

一
部
事
務
組
合
よ
り

○
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

全
員
賛
成

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定全

員
賛
成

○
個
別
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

全
員
賛
成

○
郡
指
導
主
事
共
同
設
置
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

全
員
賛
成

○
水
道
事
業
会
計
収
入
支
出
決
算

の
認
定

全
員
賛
成

○
工
業
用
水
道
事
業
会
計
収
入
支

出
決
算
の
認
定

全
員
賛
成

○
下
水
道
事
業
会
計
収
入
支
出

　

決
算
の
認
定

全
員
賛
成

報
告
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環
境
行
政
執
行
体
制
の
在
り
方
と

一
般
廃
棄
物
収
集
業
務
委
託

産
業
と
環
境
の
一
体
化
で

事
案
の
発
生
時
に
対
応
で
き
る

当
町
人
口
が
過
去

５
年
間
で
５
０
０
人

余
り
減
少
し
危
惧
す
る
。

　

ま
ず
、
町
長
は｢

活
力

あ
る
賑
わ
い
の
あ
る
町｣

の

考
え
で
、
造
成
を
進
め
る

て
い
る
ク
リ
ス
タ
ル
工
業

ゾ
ー
ン
及
び
そ
こ
へ
の
企
業

誘
致
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

　

今
後
、
人
口
減
少
に
対
し

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　

当
町
に
新
し
く
住
ん
で
も

ら
う
た
め｢

住
宅
新
築
相
談

窓
口｣

の
よ
う
な
行
政
担
当

を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

（
町
長
）

誘
致
は
、世
界
情
勢
、

東
日
本
大
震
災
等
、
非
常
に

難
し
い
が
、
急
な
企
業
誘
致

に
間
に
合
う
よ
う
現
在
、
荒

造
成（
土
取
り
）を
行
い
、
調

整
池
部
分
の
用
地
買
収
を
進

町
は
、
今
回
の
組

織
再
編
で
環
境
課

を
廃
止
し
、「
産
業
環
境

課
」
と
し
た
。
独
立
の
一
課

を
廃
止
し
た
こ
と
は
町
民

サ
イ
ド
か
ら
見
れ
ば
、
環

境
対
策
の
停
滞
や
後
退
の

印
象
が
あ
る
。

　

今
回
の
業
務
体
制
の
変

更
は
ど
ん
な
根
拠
か

（
町
長
）

農
業
・
環
境
・
観
光

は
直
接
住
民
と
接
す
る
項

目
で
あ
り
、
例
え
ば
糞
尿

公
害
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
防
疫
対
策
、
食
品
廃
棄

物
、
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
も
産

業
と
環
境
の
部
署
が
横
断

的
に
対
応
す
る
。
多
く
の

事
案
が
発
生
し
た
と
き
多

く
の
職
員
が
対
応
で
き
る
。

め
た
。

　

人
口
減
の
取
組
み
と
し
て
、

子
育
て
・
教
育
に
対
し
負
担

を
増
や
さ
な
い
。
保
育
施
設

の
充
実
、
育
児
施
設
の
改
善

等
が
大
事
と
思
って
い
る
。

　

今
後
も
政
策
的
に
、
企
業

誘
致
や
起
業
を
進
め
る
。
そ

し
て
更
に
観
光
事
業
に
力
を

入
れ
、
町
に
来
て
も
ら
い
や

す
い
環
境
整
備
を
し
て
か
ら

の
、
窓
口
の
設
置
が
意
義
あ

る
も
の
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

一
般
廃
棄
物
収
集

の
外
部
委
託
は
、

昭
和
52
年
頃
か
ら
現
在
ま

で
継
続
し
て
、
競
争
入
札

し
な
い
随
意
契
約
が
採
用

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

発
注
方
法
と
委
託
契
約
の

在
り
方
を
変
更
す
る
考
え

は
な
い
か
。

（
町
長
）

確
か
に
当
時
か
ら

現
在
ま
で
収
集
業
者
を
専

業
で
毎
年
度
随
契
で
委
託

契
約
し
て
い
る
。
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
が
価
格
競
争
が
行

わ
れ
な
い
点
は
デ
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
の
で
、
今
後
検
討

会
を
設
け
協
議
し
な
が
ら

早
々
に
方
向
を
見
い
出
し
て

い
く
。

猪
有
害
獣
捕
獲
で
、

日
の
出
前
及
び
日

没
後
の
銃
猟
の
規
制
緩
和

と
新
聞
報
道
が
さ
れ
た
が
、

町
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

新
し
く
獣
害
の
発
生
が

見
ら
れ
る
地
域
へ
の
対
応

を
伺
う
。（

町
長
）

町
で
銃
猟
に
つ
い
て

決
め
ら
れ
な
い
が
、
前
向
き

に
猟
友
会
等
関
係
者
と
相

談
し
進
め
た
い
。

（
産
業
環
境
課
長
）

鳥
獣
害
防
除
施
設

設
置
補
助
金
な
ど
利
用
し
、

対
策
を
行
って
頂
き
た
い
。
町

で
は
、
鳥
獣
害
対
策
実
施
隊

（
猟
友
会
会
員
）の
実
施
を

行
って
い
る
。
ま
た
、
駆
除
に

つ
い
て
は
、
区
長
を
通
じ
連

絡
が
あ
れ
ば
猟
友
会
で
の
対

応
を
、
お
願
い
し
て
い
る
。

町
の
防
災
計
画
の

見
直
し
と
デ
ジ
タ

ル
戸
別
防
災
無
線
の
導

入
設
置
計
画
の
進
捗
状

況
は
。（

総
務
税
務
課
長
）

地
域
防
災
計
画
の

改
正
は
、
現
在
県
で「
緊
急

地
震
対
策
行
動
計
画
」
を

策
定
中
で
あ
り
こ
の
計
画

の
方
向
性
、
県
地
域
防
災

計
画
の
改
正
の
動
向
を
反

映
さ
せ
な
が
ら「
町
防
災

計
画
」
を
改
正
す
る
。
具

体
的
に
は
避
難
所
指
定
の

見
直
し
、
運
営
の
見
直
し
、

災
害
時
の
要
援
護
者
対
策

の
見
直
し
を
し
て
い
く
。

　

屋
外
行
政
無
線
は
、
以

前
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

「
聞
こ
え
に
く
い
」
と
の
声

が
多
い
。

戸
別
屋
内
受
信
機
は
屋
外

無
線
を
補
完
す
る
も
の
と

捉
え
、
公
約
通
り
実
施
す

る
。
受
益
者
負
担
な
ど
を

整
理
し
、
平
成
24
年
度
当

初
予
算
で
対
応
す
る
。

人
口
減
少
の
危
機

厳
し
い
中
に
も
企
業
誘
致
や
起
業

を
進
め
る

答

答

前
川
　
勝 

議
員

中
森
　
一
秀 

議
員

第
３
回
定
例
会　

10
人
が
一
般
質
問

は
い
！！

質 

問
猪
・
鹿
・
猿
で
大
被
害

猟
友
会
等
関
係
者

と
相
談

答

クリスタルの造成地　工業ゾーン
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去
る
７
月
初
め

頃
、
あ
る
新
聞
の

記
事
に
目
が
止
ま
っ
た
。

町
が
温
水
プ
ー
ル
を
建

設
す
る
と
の
記
事
で
あ
っ

た
。
町
内
小
学
校
の
プ
ー

ル
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修

の
話
は
以
前
か
ら
聞
い
て

い
た
が
、
温
水
を
使
っ
た

プ
ー
ル
の
整
備
計
画
案
は

初
め
て
の
こ
と
。
唐
突

な
話
と
感
じ
た
の
で
あ

る
。
記
事
に
よ
れ
ば
多
気

地
域
四
校
す
べ
て
の
改
修

に
要
す
る
金
額
は
合
計
約

５
億
６
千
万
円
以
上
、
年

間
の
維
持
経
費
も
各
校
数

百
万
円
必
要
と
の
こ
と
。

そ
し
て
学
校
の
授
業
や
地

区
水
泳
の
利
用
日
数
が
少

な
い
こ
と
等
が
理
由
で
あ

る
と
書
か
れ
て
い
た
。
こ

の
温
水
プ
ー
ル
建
設
計
画

案
は
も
っ
と
時
間
を
か
け

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。　
　

ま
た
、
現
場
の
実
情
や
先

生
方
の
事
情
や
意
見
は
ど

う
な
の
か
。
利
用
方
法
、

運
営
方
法
等
の
点
に
つ
い

て
も
伺
い
た
い
。

（
企
画
調
整
課
長
）

ま
ず
水
泳
を
通
し

て
心
身
と
も
に
元
気
な
子

供
た
ち
を
育
成
す
る
こ
と
。

そ
し
て
成
人
の
皆
さ
ん
の
生

活
習
慣
病
の
解
消
な
ど
健

康
増
進
に
利
用
で
き
る
こ

と
を
構
想
に
し
て
い
る
。
ほ

か
、
景
気
が
低
迷
す
る
中

で
、
町
の
財
政
面
は
厳
し

い
も
の
が
あ
る
。
四
校
す
べ

て
の
プ
ー
ル
を
改
築
す
る
と

し
た
場
合
は
、
お
お
よ
そ

１
億
数
千
万
円
く
ら
い
余

分
に
経
費
が
か
か
る
試
算

で
あ
り
運
営
面
は
、
公
設

民
営
方
式
つ
ま
り
指
定
管

理
者
制
度
も
し
く
は
運
営

管
理
委
託
方
式
を
想
定
し

て
い
る
。（

教
育
長
）

こ
の
温
水
プ
ー
ル
の

建
設
に
つ
い
て
は
総
合
的
に

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

教
職
員
か
ら
は
学
校
現

場
の
意
見
を
ま
と
め
た
意

見
書
が
来
て
い
る
。
さ
ら
に

各
学
校
を
巡
回
し
意
見
を

聞
い
て
い
る
。

　

主
な
意
見
で
は
、
温
水

プ
ー
ル
は
天
候
に
左
右
さ
れ

な
い
で
水
泳
授
業
が
で
き
る

こ
と
や
教
職
員
が
機
械
や

水
質
管
理
を
す
る
必
要
が

な
い
こ
と
等
が
良
い
点
で
あ

る
。
た
だ
多
く
の
意
見
は
、

学
校
水
泳
は
学
校
の
プ
ー
ル

で
行
い
た
い
と
言
う
の
が
強

い
意
見
で
あ
る
。
問
題
点

と
し
て
は
、
バ
ス
移
動
が
子

供
た
ち
に
負
担
が
か
か
る
こ

と
や
窮
屈
な
時
間
割
を
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か

水
泳
指
導
の
点
が
不
透
明

な
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
ほ

か
、
町
財
政
に
し
わ
寄
せ

が
い
か
な
い
か
心
配
す
る
意

見
も
あ
る
。

中
西
　
眞
喜
子 

議
員

「
町
営
の
温
水
プ
ー
ル
整
備
」の

 

報
道
記
事
に
つ
い
て

水
泳
を
通
じ
心
身
と
も
に
元
気
な
子
供
の

育
成
や
住
民
の
生
活
習
慣
病
な
ど
の
予

防
と
健
康
の
増
進
を
図
る
た
め
の
整
備

答

「
勢
和
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
の
存
続

を
求
め
る
声
が
多
い
が

地
域
の
皆
さ
ん
の
主
体
で

取
り
組
ん
で
欲
し
い

答

中
野
　
正
宣 

議
員

合
併
協
議
で
協
議

さ
れ
た
多
気
町
の

二
大
祭
り
で
あ
る
「
勢
和

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
が
来

年
か
ら
廃
止
さ
れ
る
と
の

唐
突
な
新
聞
報
道
で
あ
る

が
存
続
を
求
め
る
声
が
多

く
あ
る
。
至
っ
た
経
緯
と

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。（

産
業
環
境
課
長
）

現
在
、
こ
の
祭
り

は
観
光
協
会
と
町
職
員
が

主
体
で
運
営
し
て
お
り
祭
り

の
主
旨
か
ら
離
れ
て
き
た
。

観
光
協
会
の
役
員
会
で
二

回
検
討
さ
れ
24
年
度
以
降

は
開
催
し
な
い
と
の
決
定
と

な
り
勢
和
地
域
の
区
長
会

で
説
明
を
し
た
。

（
町
長
）

私
も
祭
り
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。
勢
和
地
域

の
絆
は
深
く
こ
の
よ
う
な
祭

り
は
続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば

応
援
し
た
い
。
今
後
は
行

政
と
地
域
で
行
な
う
祭
り

の
縦
分
け
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

小
学
校
の
プ
ー
ル

を
廃
止
し
役
場
周

辺
に
温
水
プ
ー
ル
の
計
画

を
聞
い
た
。
子
供
や
学
校

に
負
担
を
か
け
、
ま
た
、

建
設
費
の
ほ
か
、
維
持
管

理
費
の
い
る
施
設
で
あ
り
、

建
設
・
運
営
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
で
は
ど
の
よ

う
に
議
論
さ
れ
た
の
か
。

（
町
長
）

年
に
24
〜
25
日
の

利
用
で
あ
る
プ
ー
ル
を
温
水

化
し
効
率
よ
く
町
民
全
体

で
使
い
、
財
政
効
果
と
高

齢
者
等
健
康
施
設
と
し
て

も
使
って
い
く
。

（
企
画
調
整
課
長
）

基
本
施
設
費
は

２
億
５
千
万
円
で
設
備
等

に
よ
り
変
わ
る
。
公
設
民

営
と
し
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の

試
算
は
30
年
間
で
学
校
プ
ー

ル
よ
り
１
億
数
千
万
円
安

く
な
る
。
運
営
は
指
定
管

理
を
考
え
て
い
る
。

（
教
育
長
）

基
本
的
に
プ
ー
ル
は

学
校
に
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
温
水
プ
ー
ル
で
あ
れ
ば
年

間
通
じ
て
利
用
で
き
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
な
る

　

子
供
達
や
学
校
授
業
に

大
き
な
支
障
が
な
け
れ
ば

や
む
を
得
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

小
学
校
の
プ
ー
ル
を
廃

止
し
て
町
に
温
水
プ
ー

ル
必
要
か

学
校
プ
ー
ル
四
校
一

元
化
の
温
水
プ
ー
ル

で
町
民
の
医
療
費

増
を
抑
え
た
い
。

答
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東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
を

町
防
災
に
役
立
て
る
考
え
方

支
援
体
験
を
十
分
活
用
し
て
い
く

世
界
中
を
震
撼
さ

せ
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
今
で
も
被
災
者
は

通
常
の
生
活
に
戻
れ
ず
に

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
残
っ
た
者
が
頑

張
る
ん
だ
と
、
復
興
に
向

け
て
立
ち
上
が
る
そ
の
方

た
ち
の
支
援
に
、
町
職
員

も
議
員
も
派
遣
さ
れ
た
。

現
地
で
見
聞
き
し
た
人
に

し
か
判
ら
な
い
事
や
、
防

災
の
大
切
さ
、
人
命
の
尊

さ
な
ど
、
身
を
も
っ
て
感

じ
ら
れ
た
こ
と
と
思
う
。

　

我
々
の
地
域
も
三
連

動
地
震
が
近
い
間
に
発
生

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
今

日
、
こ
れ
か
ら
の
町
防
災
、

自
主
防
災
の
在
り
方
等
の

体
験
講
演
会
を
行
い
、
町

の
防
災
の
一
助
に
な
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
。
考

え
を
聞
き
た
い
。

（
総
務
税
務
課
長
）

職
員
支
援
団
関
係

の
報
告
は
、
４
月
12
日
〜

５
月
23
日
ま
で
、
役
場
本

庁
舎
、
ふ
る
さ
と
交
流
館

た
き
、
勢
和
図
書
館
に
お

い
て
巡
回
展
示
し
、
地
震

防
災
に
か
か
る
啓
発
を
行
っ

た
。
５
月
25
日
〜
６
月
20

日
ま
で
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
多

気
店
に
お
い
て
も
展
示
を
行

い
、
併
せ
て
住
宅
の
耐
震

化
、
家
具
の
固
定
啓
発
展

示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
陳
列
も

実
施
し
た
。
７
月
17
日
に

は
、
多
気
町
民
文
化
会
館

に
て「
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
教
訓
〜
地
震
か
ら
身
を

守
る
方
法
と
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
が
守
る

方
法
〜
」
と
題
し
て
、
多
気

町
地
震
防
災
講
演
会
を
開

催
し
、
住
民
の
多
数
の
参

加
を
え
た
。
さ
ら
に
９
月

１１
日
に
は
総
合
防
災
訓
練

で
、
津
地
方
気
象
台
、
松

阪
県
民
セ
ン
タ
ー
、
自
衛
隊

な
ど
の
防
災
関
係
機
関
の

協
力
を
得
て
防
災
啓
発
を

実
施
し
た
。

　

継
続
的
な
町
単
独
に
よ

る
防
災
啓
発
が
必
要
と
考

え
、
今
後
は
自
主
防
災
組

織
を
対
象
に
、
地
域
で
の

備
え
に
対
す
る
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
く
。

　

ま
た
派
遣
職
員
の
体
験

談
も
盛
り
込
ん
で
い
き
た

い
。
多
気
町
と
し
て
は
、

宮
城
県
山
元
町
を
は
じ
め

四
市
町
に
延
べ
18
名
の
職

員
を
派
遣
し
、
避
難
所
の

運
営
や
、
支
援
物
資
の
仕

分
け
、
保
健
師
の
支
援
、

家
屋
の
調
査
等
を
や
っ
て
き

て
お
り
、
自
主
防
災
組
織

の
訓
練
の
中
で
活
用
を
と

考
え
て
い
る
。

答

小
林
　
正
夫 

議
員

現
在
地
方
分
権
、

地
域
内
分
権
が
最

優
先
課
題
で
あ
り
。
来
年

度
に
向
け
て
の
方
針
は
ま

た
、
行
財
政
改
革
審
議
会

や
特
命
監
の
今
後
。

　

そ
し
て
行
財
政
改
革
・

長
期
計
画
を
住
民
に
示
し

て
い
く
の
か
。　

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
基

本
構
想
の
策
定
手
続
き
を

町
に
委
ね
ら
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
町
長
）

住
民
の
皆
さ
ん
や

学
校
・
企
業
・
団
体
な
ど
と

連
携
し
、
意
見
を
聞
き
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
庁
内
で

は
業
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
改
善
を
行

な
っ
て
い
る
が
行
革
特
命
監

設
置
は
考
え
て
な
い
。
総

合
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
議

決
案
件
で
は
な
く
な
っ
た

が
、
町
の
指
針
と
な
る
行
動

計
画
・
財
政
計
画
・
実
施

計
画
は
議
会
に
説
明
す
る
。

長
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
社

会
情
勢
の
変
化
が
激
し
い
中

現
状
を
見
な
が
ら
新
し
い
形

で
進
め
た
い
。

一
元
化
さ
れ
る
学

童
保
育
で
、
精
神

面
な
ど
学
童
の
気
持
ち
に

な
っ
て
議
論
が
あ
っ
た
の

か
。
ま
た
、
放
課
後
の
迎

え
か
ら
は
町
の
責
務
と
な

る
が
、
安
全
・
安
心
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

現
在
各
学
校
で
は
教
育

施
設
と
し
て
の
プ
ー
ル
が

あ
る
が
、
学
習
指
導
要
領

を
多
気
町
方
式
で
変
え
ら

れ
る
の
か
。

　

プ
ー
ル
廃
止
を
庁
内
で

ど
の
よ
う
な
議
論
を
し
た

の
か
。

（
町
民
福
祉
課
長
）

メ
ン
タ
ル
面
で
は
専
門

の
指
導
員
・
児
童
厚
生
員
・

保
育
士
で
場
合
に
よって
は
心

理
士
を
交
え
対
応
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
学
校
が
終
わ
り

待
ち
時
間
か
ら
は
町
の
責
任

に
な
る
。
充
分
配
慮
し
て
い

く
。

（
教
育
長
）

学
校
で
は
教
育
活

動
を
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
行
な
って
い
て
、
町
の
事

情
で
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

各
学
校
に
プ
ー
ル
は
必
要
で

あ
り
、
あ
る
意
味
苦
渋
の

選
択
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
生
物
資
源
）へ
の
町
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

学
童
保
育
の
安
全
と
学

校
水
泳
教
育
の
議
論
は

あ
っ
た
の
か

学
童
保
育
の
、
安
全

管
理
や
メ
ン
タ
ル
面

に
は
充
分
配
慮
し
対

応
し
て
い
く

　

水
泳
教
育
に
つ
い

て
教
育
委
員
会
・
校

長
会
で
議
論
し
、
視

察
し
た

答

町
政
運
営
の
長
期
計
画
を
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か

７
つ
の
公
約
に
基
づ
き
違
え
な
い

よ
う
な
形
で
進
め
る

答

吉
田
　
勝 

議
員
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温
水
プ
ー
ル
の
建
設
計
画
が

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
で

行
わ
れ
た
の
か

広
域
農
道
勢
和
多
気
工
区
（
神
坂
集

落
付
近
）に
つ
い
て

現
町
長
の
下
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
誰
も
が
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て

計
画
し
た
も
の
で
あ
る

過
去
の
災
害
を
考
慮
し
、
特
別
な

工
法
を
計
画
し
て
い
る

道
路
新
設
設
計
で

は
、
民
家
の
約
40

㍍
上
を
通
る
計
画
の
道
路

で
あ
る
が
、
地
震
や
豪
雨

等
の
災
害
想
定
を
考
え
る

と
住
民
の
生
命
財
産
を
守

る
と
い
う
観
点
で
た
い
へ

ん
心
配
し
て
い
る
。
ど
の

よ
う
な
工
法
の
安
全
補
強

等
対
策
を
採
る
の
か
。

　

ま
た
、
道
路
完
成
後
の
、

県
か
ら
町
へ
の
維
持
等
管
理

移
管
の
責
任
に
つ
い
て
の
町

長
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

（
建
設
課
長
）

こ
の
広
域
農
道
は
、

当
初
計
画
の
平
成
26
年
完

了
予
定
で
進
め
て
い
る
。

　

現
在
工
事
は
、
平
成
22

年
度
末
で
用
地
の
買
収
は

99
％
、
工
事
施
工
は
66
％
。

事
業
ベ
ー
ス
で
は
総
事
業
費

約
19
億
円
の
う
ち
同
年
度

末
ま
で
に
約
12
億
５
千
万

円
を
所
要
し
て
い
る
。
今
年

度
の
工
事
予
定
で
は
、
相

可
神
坂
間
の
舗
装
工
事
に
は

１
億
５
千
万
円
を
予
算
化

し
発
注
し
て
い
る
。

　

神
坂
集
落
付
近
の
設
計

で
は
一
部
の
地
権
者
か
ら
過

去
の
災
害
を
危
惧
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
集
落
付
近

で
は
特
別
な
工
法
を
計
画
。

例
え
ば
路
体（
盛
土
10
㍍
以

上
）を
ア
ン
カ
ー
で
押
え
る

と
か
、
法
面
の
傾
斜
を
通

常
よ
り
緩
く
し
、
安
全
率

を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
未

買
収
の
地
権
者
の
方
が
心

配
さ
れ
て
い
る
自
然
災
害
の

想
定
に
つ
い
て
は
県
側
が
有

識
者
に
再
検
証
を
依
頼
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
結
果
次

第
で
再
度
交
渉
し
て
い
く
。

（
町
長
）

町
道
は
災
害
が
起

き
た
時
に
は
、
そ
の
対
応
は

町
長
の
責
任
で
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

私
は
、
昭
和
46
年
の
神

坂
の
土
砂
災
害
の
時
は
災

害
担
当
で
あ
っ
た
。
災
害
現

場
の
土
砂
排
除
等
復
旧
に

当
た
っ
た
。

　

法
面
の
工
法
は
ベ
ン
チ

カ
ッ
ト
等
い
く
つ
か
の
方
法

が
あ
る
の
で
、
安
全
な
道

路
が
完
成
す
る
よ
う
要
望

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

若
い
人
達
の
た
め
に

雇
用
促
進
住
宅
を

答

答

川
辺
　
仁
造 

議
員

東
山
　
義
美 

議
員

広域農道工事（神坂付近）長谷方向を望む

佐奈小学校プール

温
水
プ
ー
ル
の
建

設
計
画
だ
が
、
ど

こ
が
中
心
に
な
り
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
組

ん
だ
の
か
。

　

佐
奈
小
学
校
プ
ー
ル
の

傷
み
が
激
し
く
使
用
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

改
修
に
か
か
る
費
用
等

を
具
体
的
に
説
明
し
た
の

か
。

　

多
気
地
域
四
校
の
プ
ー

ル
を
温
水
プ
ー
ル
一
つ
に
ま

と
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
建

設
計
画
の
前
に
、
学
校
や

保
護
者
、
地
区
住
民
に
説

明
を
お
こ
な
い
、
意
向
を

調
査
す
る
の
が
筋
道
で
は

な
い
の
か
。

（
企
画
調
整
課
長
）

前
町
長
時
に
は
、

老
朽
化
し
た
多
気
地
域
四

校
の
プ
ー
ル
を
新
た
に
建
設

す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
現

町
長
の
下
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
子
供
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
誰
も
が

利
用
で
き
る
施
設

と
し
て
、
健
康
づ
く

り
の
拠
点
と
す
る

方
向
性
を
打
ち
出

し
、
計
画
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

温
水
プ
ー
ル
構

想
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
事
務
局
か
ら
、

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
各

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

会
等
で
説
明
し
て
い

る
。

　

９
月
16
日
か
ら
10
月
28

日
に
か
け
て
、
各
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
を
対
象
に
説

明
会
を
お
こ
な
っ
た
。

（
教
育
課
長
）

佐
奈
小
学
校
の
プ
ー

ル
は
築
45
年
が
経
過
。
漏

水
が
ひ
ど
く
毎
日
水
の
補

充
が
必
要
。

　

平
成
２１
年
に
策
定
し
た

実
施
計
画
書
に
基
づ
き
建

設
に
向
け
て
準
備
を
行
っ
て

い
た
が
、
温
水
プ
ー
ル
建
設

の
方
針
が
出
さ
れ
た
。

　

説
明
会
の
場
で
は
、
工

事
費
等
の
説
明
は
行
っ
て
い

な
い
。
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中
西
　
敏
雄 

議
員

先
般
役
場
職
員
個

人
を
名
指
し
た
投

書
が
、
全
議
員
及
び
全
区

長
あ
て
に
送
ら
れ
て
き
た
。

　

差
出
人
は
職
員
代
表
と

は
書
い
て
あ
る
が
、
誰
か

は
不
明
で
あ
る
。
投
書
の

内
容
は
「
職
員
の
無
能
さ
・

仕
事
の
怠
慢
・
超
過
勤
務

手
当
稼
ぎ
」
等
で
あ
る
。

　

私
の
今
回
の
質
問
は
、

名
指
し
を
さ
れ
た
職
員
を

糾
弾
す
る
も
の
で
は
な
く
、

こ
の
よ
う
な
投
書
は
卑
劣

な
手
段
で
あ
り
、
卑
怯
な

や
り
方
で
あ
る
こ
と
、
特

定
職
員
の
超
過
勤
務
時
間

数
が
非
常
に
多
い
こ
と
か

ら
、
役
場
全
体
の
勤
務
時

間
管
理
に
つ
い
て
質
問
を

す
る
も
の
で
あ
る

　

税
収
入
が
減
少
す
る
中
、

い
か
に
無
駄
を
省
く
か
が

問
わ
れ
て
い
る
。
人
件
費

は
聖
域
で
は
な
い
。

　

22
年
度
は
超
過
勤
務
手

当
と
し
て
三
千
三
百
万
円

支
払
わ
れ
て
い
る
。
年
間

超
勤
時
間
別
で
は
最
多
実

績
者
４
２
０
時
間
で
４
０
０

時
間
台
３
名
、
３
０
０
時

間
台
２
名
、
２
０
０
時
間

台
17
名
、
１
０
０
時
間
台

４
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
本
来
、
超
勤
命
令

権
者
で
あ
る
課
長
が
当
日

中
に
処
理
出
来
な
い
業
務

に
つ
い
て
、
事
前
に
命
令

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
職
員
か
ら
の
事
後
申
告

で
実
績
と
し
て
い
る
と
聞

く
。
本
来
の
姿
に
戻
す
べ

き
で
あ
る
。

　

あ
る
課
に
お
い
て
は
、

定
時
に
退
庁
し
て
い
る
が
、

ま
た
あ
る
課
で
は
常
態
的

に
超
勤
を
し
て
い
る
。
同

じ
町
職
員
と
し
て
い
か
が

な
も
の
か
、
相
互
応
援
は

で
き
な
い
も
の
か
。

（
総
務
税
務
課
長
）

勤
務
時
間
に
つ
い

て
は
適
正
に
管
理
を
し
て
い

る
。
本
年
度
は
対
前
年
度

２
％
の
削
減
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
相
互
の
応
援
に
つ

い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

専
門
性
も
あ
り
難
し
い
と

思
って
い
る
。

西
川
　
　
浩 

議
員

相
可
駅
北
部
県
道

沿
い
・
多
気
駅
周

辺
地
域
の
都
市
計
画
、
地

区
の
計
画
素
案
、
及
び
地

元
同
意
が
ど
の
よ
う
に
進

ん
で
い
る
の
か
。

　

多
気
駅
周
辺
に
つ
い
て

は
、
踏
み
切
り
、
駅
前
の

渋
滞
緩
和
を
は
か
る
た
め

に
県
道
バ
イ
パ
ス
の
実
現

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
計

画
の
進
捗
状
況
は
。

　

台
風
等
の
雨
量
増
大
に

よ
る
氾
濫
、
冠
水
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
も
早
い
時
期

で
の
水
路
整
備
が
必
要
だ

が
、
都
市
計
画
と
合
わ
せ

進
捗
状
況
を
問
う
。

（
建
設
課
長
）

平
成
21
年
か
ら
、

自
治
会
、
区
長
を
中
心
に

勉
強
会
を
開
催
し
、
意
見

を
集
約
す
る
た
め
、
全
戸

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。

　

県
道
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

は
、
県
も
財
政
が
厳
し
く
、

用
地
の
提
供
が
あ
れ
ば
考

慮
す
る
。

　

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
つ
い

て
は
全
員
集
会
を
開
催
し

た
が
意
見
の
集
約
が
出
来

て
い
な
い
。

　

冠
水
対
策
と
し
て
の
水

路
整
備
だ
が
、
実
現
可
能

な
費
用
対
効
果
の
高
い
事

業
と
い
う
こ
と
で
、
国･

県

と
調
整
し
て
い
る
。

研
修
後
、
新
た
に

農
業
を
始
め
る
に

あ
た
り
、
支
援
体
制
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

　

農
業
経
営
と
し
て
町
は

ど
こ
ま
で
関
与
す
る
の
か
。

　

研
修
先
と
し
て
、
長
野

県
の
ト
ッ
プ
リ
バ
ー
一
社
し

か
な
い
が
、
そ
の
点
を
ど

う
思
わ
れ
る
か
。

（
産
業
環
境
課
長
）

農
地
の
集
約
、
販

路
の
仲
介
、
資
金
調
達
な

ど
、
行
政
で
可
能
な
限
り

支
援
を
行
う
。

（
町
長
）

生
産
法
人
立
ち
上

げ
ま
で
支
援
し
て
い
く
。

　

研
修
先
は
ト
ッ
プ
リ
バ
ー

に
限
ら
な
い
。

　

果
樹
や
畜
産
な
ど
も
あ

り
、
多
く
の
と
こ
ろ
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
も
あ
る

の
で
良
い
所
へ
研
修
に
行
っ

て
も
ら
い
た
い
。

農
業
者
研
修
制
度
、

研
修
終
了
後
の
町
の
支

援
体
制
と
制
度
の
課
題

生
産
法
人
設
立
の

た
め
、
可
能
な
限
り

支
援

答

相
可
駅
北
部
県
道
沿
い
、
多
気
駅
周
辺
の

都
市
計
画
の
進
捗
状
況
と
水
防
対
策
は

地
区
の
意
見
を
集
約
し
、
協
議
し
て

い
る
段
階
で
あ
る

答

職
員
の
勤
務
管
理
に
つ
い
て

今
後
と
も
勤
務
時
間
の
適
正
管
理
を

す
る
と
と
も
に
、
本
年
度
は
対
前
年

２
％
の
削
減
に
努
め
て
い
る

答
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世
界
８
ヶ
国
の
高
校
生
が
参
加

を
し
、
10
チ
ー
ム
に
よ
る
高
校
生
料

理
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
９
月
22
日
台
湾
・

台
北
市
・
開
平
調
理
学
校
で
開
催

さ
れ
、
相
可
高
校
食
物
調
理
科
の

生
徒
が
出
場
し
ま
し
た
。
過
去
、

２
度
の
金
賞
を
受
賞
し
た
実
績
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
台
湾
大
会
に
参
加
し
、
見

事
金
賞
を
受
賞
し
、
３
年
連
続
の

快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
平
成
25
年
に
多
気
町

に
誘
致
の
た
め
、
町
長
、
三
重
県
教

育
委
員
会
、
町
内
企
業
、
保
護
者
一

行
と
応
援
に
行
き
、
主
催
国
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
調
理
組
合
に
開
催
要
望
を

行
い
ま
し
た
。

　

施
設
、
設
備
等
の
状
況
を
説
明

し
、
多
気
町
も
三
重
県
の
協
力
を
得

て
町
ぐ
る
み
で
応
援
す
る
こ
と
を
、

当
局
側
に
強
く
訴
え
ま
し
た
。
主

催
者
側
も
又
熱
心
に
話
を
聞
い
て
く

れ
、
前
向
き
に
検
討
す
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

　

国
際
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
の
舞
台
が

多
気
町
で

の
思
い
を

現
実
に
す

る
よ
う
、
町

ぐ
る
み
で

応
援
し
て

い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り

ま
す
。

視 察 報 告
高
校
生
国
際
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　

舞
台
を
多
気
町
に
！

議
長
　
西
川
　
清
嗣

紀
宝
町
災
害
現
地
視
察
報
告

　

今
回
紀
伊
半
島
を
襲
っ
た
台
風
12

号
は
、
記
録
的
な
豪
雨
で
期
間
降
水

量
は
１
６
０
０
ミ
リ
を
超
え
、
大
災
害

を
受
け
た
紀
宝
町
を
議
会
全
員
で
現

地
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
当
日
役

場
に
て
義
援
金
10
万
円
を
西
川
議
長

か
ら
矢
熊
議
長
に
お
渡
し
し
た
あ
と
、

議
会
や
役
場
の
方
々
に
お
世
話
に
な

り
現
地
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

現
地
は
甚
大
な
被
害
で
、
見
る
も

無
残
な
状
況
は
想
像
を
は
る
か
に
超

え
て
い
た
。
特
に
熊
野
川
の
浅
里
地

区
は
浸
水
の
ほ
か
土
石
崩
落
も
あ
り
、

50
世
帯
の
う
ち
13
世
帯
が
全
壊
し
、

道
路
の
寸
断
で
連
絡
も
と
れ
ず
、
公

民
館
も
浸
水
し
た
と
の
話
で
、
避
難

所
の
指
定
に
は
十
分
な
安
全
確
保
が

必
要
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
鮒
田
水
門
で
は
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
水
量
が
相
野
谷
川
と
熊

野
川
合
流
地
点
で
発
生
し
、
水
門
を

飲
み
込
む
大
洪
水
で
家
屋
へ
の
浸
水
が

２
２
６
棟
に
も
な
り
、
防
災
広
報
無

線
も
水
没
し
機
能
し
な
か
っ
た
と
の
こ

と
で
、
設
置
場
所
等
に
も
配
慮
が
必

要
と
感
じ
た
。

 

ま
た
、
相
野
谷
川
流
域
の
高
岡
地
区・

大
里
地
区
で
は
、
輪
中
堤
防
を
は
る

か
に
超
え
る
水
量
で
過
去
の
最
大
の

浸
水
地
点
よ
り
３ｍ
以
上
高
く
、
遊

水
地
と
し
て
の
田
畑
が
全
て
水
没
し

家
屋
も
含
め
大
被
害
と
な
っ
た
状
況

を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
紀

宝
町
で
は
自
主
防
災
組
織
活
動
が
機

能
し
多
く
の
方
が
助
か
っ
た
と
の
話
で

あ
っ
た
が
、
１
名
の
死
者
と
行
方
不
明

者
１
名
が
あ
り
心
よ
り
お
悔
や
み
申

し
上
げ
た
い
。

　

最
後
に
忘
れ
か
け
て
い
る
伊
勢
湾

台
風
か
ら
50
年
が
過
ぎ
当
時
を
知
る

町
民
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
櫛
田
川

上
流
域
に
今
回
の
紀
宝
町
以
上
の
雨

量
を
想
定
し
て
の
土
石
流
・
洪
水
な

ど
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

特
に
自
主
防
災
組
織
の
強
化
と
未

設
置
地
区
の
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
地
域
住
民
、
消
防
団
、
役
場

が
速
や
か
に
連
携
で
き
る
訓
練
が
今

後
と
も
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
視
察
を
通
じ
紀
宝
町
議
会
ま

た
役
場
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
を
お

か
け
し
た
。
今
後
と
も
大
変
だ
と
思

う
が
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お

祈
り
し
た
い
。



１日
７日
８日
１１日
１４日
１６日

多気町肉牛共進会
県議長会理事会
議会広報特別委員会
県部長との意見交換会
自治体議員研修会
第５５回町村議会議長会全国大会
（NHKホール）

11月　November

8月　August

１９日
１９日
３０日
３１日
３１日

議会運営委員会
全員協議会
議会運営委員会
松阪地区広域消防組合議会
松阪地区広域衛生組合議会

次回定例会の予定

８
１２
１３
１３

１６
２１

多気町敬老会
松阪飯多農業共済事務組合議会
多気町松阪市学校組合議会
多気学校給食センター管理
組合議会
文化団体等芸能発表会
多気町議会紀宝町現地視察

　ＴＰＰへの参加の賛否が社会をにぎわせ

ている。

　松尾芭蕉の言葉に「不易流行」がある。

不易とは絶対に変えてはならないものであ

り、流行とは変えていかなければならない

ことである。今、日本の農業はＴＰＰにより

大きな岐路に立つことになる。農業は旧

来より長年にわたり保護されてきた。これ

は農家を護ることではなく、農地・水・環境

を護るためのものであり今後も不易でなら

なくてはならない。それが日本の国土を

護ることになる。また農業技術の革新によ

り随分変化を遂げてきた。今後も流行し

ていくだろう。これからのＴＰＰの行方を見

守りたい。
（Ｔ．Ｎ）

9月　September
１
１
７
１１
１６

21～23
27～10.6

第２回臨時会
総務産業土木常任委員会
香肌奥伊勢資源化広域連合議会
多気町防災訓練
議会運営委員会
議長台湾コンクール視察
第３回定例会

10月　October

《開催日時》
　　平成23年第4回定例会
　　12月13日（火）午前9時から（予定）
《開催場所》
　　庁舎２階　本会議場

一日目の町長の提案理由説明までと、一般質問
の様子は多気町行政チャンネルで生放送します。
また一般質問は録画放送もします。

　放送日時等は、決まり次第行政チャンネルで
お知らせします。

■「議会だより」第２２号（９月１日発行）の訂正とお詫び
　「議会だより」第２２号中、「こんなことが決まりました」の補正予算額
の数字が間違っていましたので、訂正しお詫びいたします。
※１ 一般会計補正後の総額
　　　（誤）７５億８，３３２万２千円 → （正）６７億５，８３３万２千円
※２「平成２３年度会計　補正予算」の表を、下記のとおり訂正します。　
　（赤字部分）

補　正 議決結果 予算総額
一般会計 1億4,061万2千円 全員賛成 67億5,833万2千円

水 道
事業会計

9,443万6千円
(収入のみ) 全員賛成

8億4,986万1千円
収入のみなので当初予算
総額に変更はありません

下 水 道
事業会計 51万7千円 全員賛成 11億710万円


